
こ
の
一
年
の
歩
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学
習
情
報
指
導
員 

島
田
繁
直 

各
学
校
で
は
、
多
く
の
教
科
領
域
の
授
業
で
、
50
イ

ン
チ
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
授
業
が
進
め
ら
れ
た
。
大
型
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た

画
像
を
く
い
い
る
よ
う
に
見
つ
め
る
子
供
た
ち
。
大
き

く
鮮
明
な
資
料
に
よ
り
、
様
々
な
効
果
が
み
ら
れ
て
い

る
。
子
供
た
ち
が
疑
問
を
も
っ
た
り
、
学
習
を
追
究
す

る
意
欲
的
を
喚
起
し
た
り
す
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
説
明
で

き
、
知
識
の
定
着
も
図
ら
れ
て
も
い
る
。 

 

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
は
、
昨
年
度
か
ら
２
年

が
か
り
で
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
敷
設
と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
受
信
改
善
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
の

職
員
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
も
、
中
学
校
11
校
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
８
月
の
岡
崎
市
総
合
学
習

セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
、
岡
崎
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ー
も
移
設
さ
れ
た
。 

 

コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
と
い
う
点
で
は
、
今
年
度
も
大

き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
自
作
視
聴
覚

教
材
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
最
優
秀
賞
で
あ
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
は
じ
め
ビ
デ
オ
教
材
２
作
品
が
入
賞
し
た
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
は
、
自
作
視
聴
覚
教
材
の
制
作
形

態
が
変
わ
り
、
学
習
情
報
部
の
自
主
研
修
サ
ー
ク
ル
と

し
て
「
お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
」
が
、
自
作
視
聴

覚
教
材
の
制
作
を
始
め
た
。
学
習
情
報
主
任
だ
け
で
な

く
、
教
科
の
枠
を
越
え
た
多
く
の
先
生
が
同
好
の
士
と

し
て
集
ま
り
活
動
し
、
６
つ
の
自
作
視
聴
覚
教
材
を
制

作
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
教
材
は
、
愛
知
県

自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
３
部
門
す

べ
て
に
最
優
秀
賞
（
県
教
育
長
賞
）
を
受
賞
す
る
な
ど
、

制
作
し
た
全
作
品
が
入
賞
し
た
。
こ
れ
は
、
制
作
形
態

が
変
わ
っ
て
も
、
制
作
す
る
技
術
と
制
作
へ
の
思
い
が

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
子
供

た
ち
に
よ
る
映
像
制
作
も
活
発
で
あ
っ
た
。「
子
ど
も
ビ

デ
オ
教
室
お
か
ざ
き
」
は
、
２
校
で
開
催
さ
れ
た
。
全

国
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
２
０
１
１
年
度
Ｋ
Ｗ
Ｎ
日

本
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
２
校
が
入
賞
し
、「
全
国
子

ど
も
科
学
映
像
祭
」
で
も
、
３
作
品
が
入
賞
し
た
。
こ

う
し
た
子
供
た
ち
の
活
躍
か
ら
、
岡
崎
の
映
像
文
化
が

子
供
に
も
広
が
り
、
定
着
し
て
き
と
い
え
る
。 

第
９
回
を
迎
え
た
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
は
、
１
６
４
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
撮

影
や
表
現
が
工
夫
さ
れ
、
作
品
の
質
が
向
上
し
て
い
る
。

な
お
、
今
年
度
は
、
先
生
方
の
応
募
が
児
童
生
徒
の
応

募
数
を
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
、
教
室
に
整
備
さ
れ
た
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
自
作
教
材
を
授
業
で
活
用
し
て
い

る
こ
と
と
大
き
く
関
連
し
て
い
よ
う
。 

 

今
年
度
も
様
々
な
活
動
に
よ
り
、
多
く
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
岡
崎
の
視
聴
覚
教
育
、
情
報
教
育

の
水
準
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
も
、

さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

供
た
ち
の
学
習
意
欲
が
向
上
し
、
分
か
り
や
す
い
授
業

と
な
り
、
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

                              

視
聴
覚
用
語 

『
ス
カ
イ
プ
』 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル

を
使
っ
た
電
話
シ
ス
テ
ム
。
相
手

の
顔
を
見
て
話
せ
る
。
ス
カ
イ
プ

同
士
で
あ
れ
ば
、
世
界
の
ど
こ
に

い
て
も
使
用
料
金
は
無
料
。
携
帯

電
話
や
固
定
電
話
と
の
通
話
に
は

一
定
の
通
話
料
が
か
か
る
。 
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＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝ 

●
平
成
23
年
度
（
第
56
回
） 

 
 

愛
知
県
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル 

○
生
涯
学
習
部
門 

最
優
秀
賞
（
県
教
育
長
賞
） 

『
ジ
ャ
ズ
の
街 

岡
崎
』 

 
 

 
 

 
 

 

11
分 

岡
本 

昌
也
（
矢
北
中
） 

 

峯
澤 

泰
季
（
岡
崎
小
） 

若
林 

祥
子
（
矢
北
中
） 

 

榊
原 

康
博
（
六
南
小
） 

尾
崎 

秀
彰
（
矢
北
中
） 

 

太
田 

 

信
（
六
南
小
） 

寄
田 

彩
日
（
広
幡
小
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

１)

ビ
デ
オ
教
材 

 
 

最
優
秀
賞
（
県
教
育
長
賞
） 

『
エ
コ
マ
ン
ダ
ー
と
探
る 

ご
み
の
ゆ
く
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

―
ご
み
か
ら
資
源
へ
―
』
11
分 

川
本 

祐
二
（
美
川
中
） 

 

笠
間 

大
樹
（
根
石
小
） 

 

内
田 

雅
之
（
井
田
小
） 

 

小
林 

 

憲
（
葵
中
） 

尾
山 

和
昭
（
北
中
） 

 
 

優
秀
賞 

『
八
丁
味
噌
―
岡
崎
で
受
け
つ
が
れ
る
伝
統
の
技
―

』
11
分 

近
藤 

雄
一
（
東
海
中
） 

 

村
田 

貴
志
（
六
北
中
） 

岩
瀬 

富
雄
（
矢
東
小
） 

 

神
野 

裕
美
（
六
西
小
） 

内
藤 

恵
三
（
北
野
小
） 

 

後
藤 

真
司
（
甲
山
中
） 

 
 

佳
作 

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
共
に
生
き
る
』 

 
 

 
 

11
分 

岡 
 

秀
之
（
東
海
中
） 

 

髙
梨 

裕
寿
（
大
樹
寺
小
） 

鈴
木 

絢
也
（
城
北
中
） 

 

杉
浦 

 

諭
（
額
田
中
） 

森 
 

竜
師
（
羽
根
小
） 

○
学
校
教
育
部
門 

(

２)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
教
材 

最
優
秀
賞
（
県
教
育
長
賞
） 

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
性
質
を
調
べ
よ
う
』 

服
部 

将
也
（
葵
中
） 

 
 

 

鈴
木 

一
史
（
大
樹
寺
小
） 

鈴
木 

大
介
（
大
樹
寺
小
） 

森 
 

正
吉
（
葵
中
） 

伊
藤 

研
治
（
南
中
） 

優
良
賞 

『
岡
崎
市
内
た
ん
け
ん
』 

鈴
木 

広
樹
（
六
中
小
） 

 

成
瀬 

正
和
（
羽
根
小
） 

三
輪 

恭
之
（
六
美
中
） 

 

井
上 

清
美
（
夏
山
小
） 

島
田 

繁
直
（
六
名
小
） 

 

※
受
賞
し
た
６
作
品
は
、
自
主
研
究
サ
ー
ク
ル
「
お
か
ざ
き
映
像 

教
材
研
究
会
」
が
制
作
し
た
教
材
で
す
。 

http://100.yahoo.co.jp/detail/%E9%9B%BB%E8%A9%B1/


＝
実
践
報
告
＝ 

筆
遣
い
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う 

岩
津
小
学
校 

吉
見 

友
里 

書
写
の
時
間
、
子
供
た
ち
の
執
筆
法
を
見
て
い
る
と

筆
を
寝
か
せ
て
書
い
て
い
た
り
、
常
に
穂
先
が
画
の
中

心
を
通
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
す
る
子
が
い
る
。
硯
の

置
き
方
が
反
対
向
き
の
子
さ
え
い
る
。 

そ
こ
で
正
し
い
筆
遣
い
を
会
得
さ
せ
る
た
め
に
、
教

材
提
示
機
を
利
用
し
て
教
師
の
執
筆
法
を
拡
大
し
て
五

十
イ
ン
チ
テ
レ
ビ
に
映
し
出
し
た
。
真
上
か
ら
映
す
と

手
の
甲
で
筆
先
を
隠
し
て
し
ま

う
た
め
、
斜
め
前
か
ら
写
し
た
。

子
供
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
執
筆

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
文

鎮
の
置
き
方
、
墨
の
切
り
方
、

左
手
の
押
さ
え
方
な
ど
細
か
い

こ
と
も
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

水
書
板
よ
り
容
易
に
子
供
た
ち

の
反
応
を
見
な
が
ら
書
く
こ
と

も
で
き
る
。
教
材
提
示
機
の
利
用
は
、
子
供
の
意
欲
を

高
め
る
と
い
う
点
で
も
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
児
童
が
執
筆
す
る
直
前
に
は
、
姿
勢
や
筆
の

持
ち
方
に
気
を
付
け
て
書
け
る
よ
う
『
く
ま
さ
ん
体
操
』

を
テ
レ
ビ
に
映
し
て
行
っ
た
。『
く
ま
さ
ん
体
操
』
と
は
、

書
写
部
が
作
っ
た
「
え
ん
ぴ
つ
く
ん
の
う
た
」
を
よ
り

楽
し
く
体
操
で
き
る
よ
う
に
、
学
級
の
子
供
た
ち
を
登

場
さ
せ
て
映
像
を
自
作
し
た
体
操
で
あ
る
。
子
供
た
ち

は
毎
回
体
操
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
体
操
を
す
る
こ

と
で
正
し
い
姿
勢
で
執
筆
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

効
果
的
で
あ
っ
た
。 

＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝ 

習
字
の
手
本
を
作
ろ
う 

書
写
の
教
師
用
指
導
書
に
は
、
毛
筆
半
紙
大
資
料
が

つ
い
て
お
り
、
印
刷
し
た
用
紙
を
下
に
敷
い
て
な
ぞ
る

こ
と
で
、
筆
遣
い
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

実
は
、
こ
の
指
導
書

に
は
資
料
編
付
属
Ｄ
Ｖ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
つ
い
て

い
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式

で
、
習
字
の
手
本
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
う

ま
く
使
う
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
手
本

を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
中
心
線
を
入
れ

た
り
筆
の
形
を
入
れ
た

り
す
る
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
組
み
合
わ
せ
で

作
成
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。 

 

印
刷
機
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
半
紙
に
印
刷
で
き
る

印
刷
機
も
あ
る
。
手
本
を
印
刷
し
た
半
紙
を
子
供
た
ち

に
配
っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
煩
わ
し
い
書

写
の
授
業
が
効
率
よ
く
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
手
本
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
子
供
た
ち
の
実
態
に
合
わ
せ
て
使

っ
て
み
て
ほ
し
い
。 

 
(

細
川
小
学
校 

学
習
情
報
主
任 

小
久
保 
優
樹)

 

●
２
０
１
１
年
度
Ｋ
Ｗ
Ｎ
日
本
コ
ン
テ
ス
ト 

 

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
】 

『C
o
p
y
r
i
g
h
t

～
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
ハ
ー
ト
～
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
田
小
学
校 

【
絆
】 

『
行
動
す
る
の
は
誰
の
た
め
？
』 

葵
中
学
校 

 

●
第
14
回
キ
ュ
ー
ブ
活
用
コ
ン
テ
ス
ト 

【
優
秀
メ
デ
ィ
ア
賞
】 

『
交
流
会
で
学
校
よ
い
と
こ
ろ
紹
介
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
平
小
学
校 

２
年
生 

●
第
１
回
「
協
働
」
実
践
コ
ン
テ
ス
ト 

【
優
秀
賞
】 

 

『
「
裏
山
の
環
境
」
を
み
ん
な
で
知
ろ
う
』 

稲
垣
た
か
み
（
生
平
小
学
校
） 

●
第
７
回
著
作
権
教
育
実
践
事
例
募
集 

【
優
秀
賞
】 

 

『
著
作
権
利
用
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る 

「
実
感
を
伴
う
」
学
習
活
動
の
展
開
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
田
小
学
校 

【
編
集
後
記
】 

今
年
度
も
実
践
例
や
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
で
多
く
の
方
に
岡
崎
の
視
聴
覚
教

育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
実

践
が
例
年
以
上
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。
各
校
で
、
情
報

モ
ラ
ル
教
育
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。 

来
年
度
も
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 


